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「
と
て
も
取
引
見
直
し
を

切
り
出
せ
る
環
境
に
な
か
っ

た
」。
あ
る
中
堅
運
送
企
業

の
ト
ッ
プ
は
昨
年
を
こ
う
振

り
返
っ
た
。
こ
の
企
業
は
過

去
の
実
績
を
踏
ま
え
、
条
件

改
善
に
理
解
の
あ
る
荷
主
数

社
に
標
準
的
な
運
賃
の
話
題

を
持
ち
出
し
た
が
、
い
ず
れ

も
返
っ
て
き
た
の
は
厳
し
い

反
応
。
現
状
維
持
が
精
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
と
す
る
。

荷
主
環
境
悪
化

で
話
題
出
せ
ず

現
状
は
他
の
企
業
も
同
じ

で
、
中
に
は
同
業
他
社
の
運

賃
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
挙
げ
、
値

下
げ
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
。
別
の
運
送
企

業
の
役
員
は
「
売
り
上

げ
の
減
少
に
加
え
、
世

界
的
な
コ
ン
テ
ナ
不
足

に
伴
う
海
上
運
賃
の
上

昇
な
ど
、
荷
主
を
取
り

巻
く
環
境
も
悪
化
し
て

い
る
。
最
近
は
燃
料
価

格
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
、
と
て
も
値
上
げ
を

話
題
に
で
き
る
機
運
に

な
い
」
と
話
す
。

厳
し
い
環
境
は
標
準

的
な
運
賃
の
届
け
出
に

も
表
れ
て
い
る
。
国
土

交
通
省
に
よ
る
と
、
２

月
末
時
点
の
届
け
出
率

は
全
国
平
均
で
６
・
１

％
と
、
前
月
か
ら
１
・

４
㌽
し
か
上
昇
し
て
い

な
い
。
国
交
省
は
「
ま

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
取

り
組
み
」
と
し
、
い
ま
は
各

社
で
で
き
る
こ
と
を
し
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
取
り
組
み
を

広
げ
る
方
針
だ
。

今
年
度
か
ら
推

進
運
動
を
展
開

標
準
的
な
運
賃
が
広
が
ら

な
い
中
、
前
進
に
向
け
て
業

界
も
動
き
出
し

た
。
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は

今
年
度
か
ら
３

年
間
か
け
、
普

及
推
進
運
動
を

展
開
。
ト
ラ
ッ

ク
協
会
員
企
業

を
中
心
に
、
約

８
割
の
運
送
企

業
が
届
け
出
を

済
ま
せ
る
目
標

を
掲
げ
る
。

運
動
で
は
、
国
交
省
と
各

都
道
府
県
の
ト
協
で
、
毎
月

の
届
け
出
率
状
況
の
情
報
共

有
を
図
る
ほ
か
、
標
準
的
な

運
賃
の
内
容
や
活
用
法
を
分

か
り
や
す
く
記
載
し
、「
運
賃

料
金
変
更
届
出
書
」
と
、
適

用
の
ル
ー
ル
を
示
す
「
運
賃

料
金
適
用
方
」
を
す
ぐ
作
成

・
提
出
で
き
る
よ
う
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
会
員
向

け
セ
ミ
ナ
ー
も
、
普
及
を
図

る
た
め
の
基
礎
編
と
、
荷
主

へ
の
交
渉
術
を
踏
ま
え
た
応

用
編
に
分
け
て
行
う
。

一
方
、
国
交
省
は
届
け
出

が
必
要
な
こ
と
に
理
解
を
示

す
半
面
、
結
果
に
つ
な
げ
る

に
は
「
荷
主
と

の
交
渉
が
不
可

欠
」
と
の
立
場

だ
。秡

川
直
也
自

動
車
局
長
は
３

月
の
会
見
で
、

「
交
渉
を
経
て

実
を
取
れ
る
こ

と
が
重
要
」
と

指
摘
。「
標
準

的
な
運
賃
と
い

う
仕
組
み
が
で
き
た
か
ら
、

そ
の
運
賃
が
取
れ
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
述
べ
、
ま
ず
は

自
社
の
経
営
を
分
析
し
た
上

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条

件
改
善
に
必
要
な
運
賃
を
計

算
し
、
荷
主
と
交
渉
し
て
か

ら
届
け
出
を
行
う
こ
と
を
求

め
た
。

機
運
づ
く
り

普
及
の
鍵
に

新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
前

提
に
、
荷
主
と
の
交
渉
を
前

に
進
め
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
。
複
数
の
運
送
企
業
で

聞
か
れ
た
の
が
、
標
準
的
な

運
賃
の
普
及
に
向
け
た
機
運

づ
く
り
だ
。
前
述
の
中
堅
運

送
企
業
ト
ッ
プ
は
、
大
手
宅

配
や
特
積
み
が
数
年
前
、
運

賃
の
一
斉
値
上
げ
を
行
っ
た

こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
自
助
努

力
も
行
う
が
、
世
の
中
で
値

上
げ
を
認
め
る
雰
囲
気
が
な

け
れ
ば
、
動
き
に
く
い
の
で

は
な
い
か
」
と
す
る
。

荷
主
な
ど
に
広
く
標
準
的

な
運
賃
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
全
ト
協
は
普
及
推
進
運

動
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
で
の
バ

ナ
ー
広
告
掲
載
を
検
討
。
地

方
ト
協
に
よ
る
独
自
の
周
知

活
動
支
援
を
目
的
に
、
活
動

費
に
つ
い
て
も
一
部
を
助
成

し
て
い
く
考
え
だ
。

加
え
て
、
重
要
と
な
る
の

が
国
を
挙
げ
た
後
押
し
。
国

交
省
は
セ
ミ
ナ
ー
や
、
荷
主

団
体
へ
の
訪
問
な
ど
を
続
け

て
い
る
が
、「
近
頃
は
官
邸
や

国
会
の
動
き
が
目
立
た
な
く

な
っ
た
。
も
っ
と
世
の
中
の

関
心
が
物
流
に
向
く
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。

標準的な運賃の告示から、24日で１年を迎える。ドラ
イバーの労働条件を改善し、持続的に事業を運営するた
めの切り札と期待されたが、新型コロナウイルスの感染
拡大で、トラック各社を取り巻く環境は悪化。大きな進
展もなく、業界では運賃の届け出率向上に動き出した。
一方、目安となる運賃の実現には荷主との交渉が不可欠
で、国も対応に苦慮している。小林　孝博記者

国
は「
交
渉
」求
め
る

届け出率上昇
へ業界で動き

標準的運賃、次の一手は
前
回
ま
で
は
、
Ｅ
Ｃ
物
流
へ

の
新
規
参
入
・
拡
大
に
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
た
。
今
回
か
ら
は
テ
ー
マ
を

変
え
、
貿
易
実
務
の
現
場
改
善

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
く
。

近
年
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、

貿
易
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑

に
な
っ
て
い
る
。
環
境
変
化

に
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す

る
に
は
、
属
人
化
し
や
す
い
貿

易
実
務
の
標
準
・
合
理
化
、
取

引
情
報
や
輸
送
状
況
の
一
元
的

な
デ
ー
タ
管
理
、
書
類
の
管
理

と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
貿

易
実
務
の
う
ち
、
イ
ン
コ
タ
ー

ム
ズ
の
見
直
し
と
、
適
切
な
フ

ォ
ワ
ー
ダ
ー
選
定
の
プ
ロ
セ
ス

を
取
り
上
げ
る
。

イ
ン
コ
タ
ー
ム

ズ
の
見
直
し
を

　
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
と
は
、

「International Commercia
lTerms

」
の
こ
と
で
、
貿
易

上
の
共
通
ル
ー
ル
策
定
な
ど
を

行
う
国
際
的
な
民
間
経
済
機
構

「
国
際
商
業
会
議
所
」（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

が
定
め
た
取
引
条
件
。
異
な
る

国
の
輸
出
入
当
事
者
の
間
で
発

生
す
る
、
商
習
慣
の
違
い
を
理

由
と
し
た
取
引
条
件
の
誤
差
や

紛
争
・
訴
訟
を
防
ぐ
た
め
、輸
出

入
取
引
で
の
当
事
者
間
の
輸
送

時
の
費
用
負
担
、
事
故
の
責
任

負
担
の
範
囲
を
定
め
て
い
る
。

　
長
く
続
く
取
引
で
は
、
当
初

定
め
た
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の
背

景
や
目
的
が
忘
れ
ら
れ
、
形
骸

化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
見

直
す
こ
と
で
、
業
務
負
荷
や
コ

ス
ト
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
へ
の
海

上
輸
入
で
利
用
頻
度
が
高
い
イ

ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の
運
賃
保
険
料

込
み
条
件
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
で
は
、

輸
出
側
が
海
上
運
賃
を
負
担
す

る
。
つ
ま
り
、
輸
出
側
が
船
社

ま
た
は
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

と
運
送
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
運
賃
や
船
便

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整

の
主
導
権
を
握
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
納
期
は
船
便
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
影
響
さ
れ
る

た
め
、
輸
入
側
で
日
本

到
着
ま
で
の
繊
細
な
納

期
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必

要
な
場
合
、
輸
出
側
と

の
事
前
調
整
が
必
須
と

な
る
。
だ
が
予
定
調
整

が
う
ま
く
い
か
ず
、
後

続
の
業
務
が
煩
雑
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は

本
船
渡
し
条
件
（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
）
な

ど
輸
入
側
が
運
賃
を
負
担
す
る

イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

輸
入
側
が
サ
ー
ビ
ス
品
質
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
観
点
で
、
起
用

す
る
船
社
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
を

選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
輸
入
側

の
業
務
改
善
が
期
待
で
き
る
。

　
切
り
替
え
る
際
の
懸
念
と
し

て
、
挙
げ
ら
れ
る
の
が
運
賃
の

上
昇
。
例
え
ば
、「
輸
出
地
側
の

方
が
安
価
な
運
賃
で
輸
送
手
段

を
確
保
で
き
る
」
た
め
、
Ｃ
Ｉ

Ｆ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｏ

Ｂ
に
切
り
替
え
る
と
輸
入
側
の

負
担
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
リ
ス

ク
が
あ
る
。
一
方
で
、
船
社
の

航
路
の
変
化
や
需
給
バ
ラ
ン
ス

に
応
じ
て
運
賃
は
変
動
し
、
輸

入
側
で
も
時
期
や
エ
リ
ア
に
よ

っ
て
は
輸
出
地
よ
り
運
賃
が
安

価
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン

コ
タ
ー
ム
ズ
の
切
り
替
え
を
検

討
す
る
価
値
が
あ
る
。

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

選
定
プ
ロ
セ
ス

　
企
業
の
中
に
は
輸
出
入
に
お

い
て
船
社
で
は
な
く
、
フ
ォ
ワ

ー
ダ
ー
と
運
送
契
約
を
結
ぶ
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
フ
ォ
ワ
ー

ダ
ー
を
選
定
す
る
際
は
、
複
数

の
企
業
に
見
積
も
り
を
依
頼

し
、
運
賃
や
諸
条
件
を
検
討
し

た
上
で
交
渉
す
る
こ
と
が
一
般

的
だ
。
場
当
た
り
的
な
選
定
は

不
利
な
条
件
・
運
賃
で
の
契
約

や
、
交
渉
業
務
の
属
人
化
に
つ

な
が
る
。

　
適
切
な
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
。
１
つ
目
は
選
定
の
標
準

的
な
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
で
、
見

積
も
り
依
頼
を
出
す
企
業
数
、

依
頼
時
期
な
ど
の
選
定
プ
ロ
セ

ス
を
定
め
て
お
く
。
２
つ
目
は

運
賃
交
渉
に
関
す
る
知
見
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
、
交

渉
業
務
の
属
人
化
を
防
ぎ
、
効

率
的
・
効
果
的
な
交
渉
が
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
３
つ
目
は
構
築
し
た
選
定
プ

ロ
セ
ス
の
継
続
的
な
改
善
だ
。

運
賃
交
渉
は
景
気
、
海
外
の
港

湾
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
っ
た
外
的

要
因
に
左
右
さ
れ
、
必
ず
し
も

有
利
な
条
件
に
は
な
ら
な
い
。

交
渉
時
の
外
的
要
因
、
物
量
な

ど
の
条
件
を
記
録
し
、
次
回
の

運
賃
交
渉
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

改
善
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

貿易実務改善のポイント

　
お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。
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ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室
　
翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

相
手
が
あ
る
交
通
事
故
の
約

60
％
は
交
差
点
と
そ
の
周
辺
で

発
生
す
る
。
異
な
る
交
通
流
が

交
差
す
る
交
差
点
は
、

交
通
環
境
の
中
で
も
、

最
も
事
故
リ
ス
ク
が
高

い
所
と
言
え
る
。
し
か

し
、
交
差
点
が
リ
ス
ク

の
高
い
理
由
は
、
交
差

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

い
。
死
角
が
で
き
や
す

い
こ
と
に
も
あ
る
。
交

差
点
は
車
両
や
人
が
多

数
往
来
し
、
密
集
し
や

す
く
、
死
角
も
で
き
や

す
い
の
で
あ
る
。

交
差
点
と
そ
の
周
辺

に
で
き
る
死
角
は
数
が

多
い
。
ま
ず
、
乗
務
員

が
乗
る
ト
ラ
ッ
ク
で
あ

る
。
こ
れ
は
後
続
車
の

前
方
を
遮
る
。
後
続
車

か
ら
見
れ
ば
、
ト
ラ
ッ

ク
の
存
在
に
よ
り
、
そ

の
前
方
が
死
角
に
な

る
。
特
に
重
要
な
の

は
、
交
差
点
通
過
時
で

あ
り
、
後
続
車
は
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
り
信
号
の
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
し
、
さ

ら
に
通
過
後
の
渋
滞
状
況
な
ど

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。

次
に
右
折
時
で
あ
る
。
よ
く

い
わ
れ
る
の
が
、
対
向
車
の
後

方
で
あ
る
。「
サ
ン
キ
ュ
ー
事

故
」
の
原
因
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
右
折
時
は
右
折
後

の
横
断
歩
道
や
道
路
状
況
も
死

角
に
な
り
や
す
い
。
さ
ら
に
、

右
折
信
号
下
で
は
、
自
車
の
み

な
ら
ず
、
対
向
車
側
も
右
折
レ

ー
ン
が
あ
り
、
こ
の
対
向
右
折

車
が
死
角
に
な
り
、
対
向
す
る

直
進
車
を
見
に
く
く
さ
せ
て
い

る
。左

折
時
に
も
死
角
は
あ
る
。

こ
れ
も
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
左

折
時
の
左
後
方
に
あ
り
、
巻
き

込
み
事
故
の
原
因
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
直
進
時
に
も
死
角
は

あ
り
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

で
は
、
交
差
点
進
入
時
の
左
右

は
見
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
交
差
点
と
そ

の
周
辺
は
多
く
の
死
角
を
つ
く

り
、
乗
務
員
の
安
全
を
脅
か
す

存
在
な
の
で
あ
る
。

大
事
な
こ
と
は
死
角
を
意
識

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

述
べ
た
よ
う
な
死
角
が
あ
る
こ

と
を
意
識
す
る
と
、
お
の
ず
と

運
転
に
変
化
が
出
て
く
る
も
の

で
あ
る
。

乗
務
員
で
言
え
ば
、
交
差
点

進
入
時
に
、
信
号
と
標
識
だ
け

を
頼
り
に
運
転
す
る
の
は
三

流
。
お
そ
ら
く
事
故

は
起
こ
さ
な
い
だ
ろ

う
が
、
高
い
確
率
で

事
故
に
遭
う
だ
ろ

う
。次

に
、
交
差
点
進

入
時
に
、
漠
然
と

「
か
も
し
れ
な
い
運

転
」
を
す
る
の
は
二

流
の
乗
務
員
。
事
故

に
遭
う
確
率
は
高
い

と
は
い
え
な
い
が
、

場
面
に
応
じ
た
具
体

的
な
安
全
確
認
は
で

き
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

最
後
は
、
交
差
点

進
入
時
に
で
き
て
い

る
死
角
を
把
握
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
安
全

確
認
の
準
備
が
で
き

て
い
る
乗
務
員
。
こ

れ
が
一
流
の
乗
務
員

で
あ
る
。

安
全
運
転
は
ス
ロ

ー
ガ
ン
や
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
で
行
う
も
の
で

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
安
全
運

転
に
は
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

交
差
点
の
安
全
運
転
と
は
、
漠

然
と
し
た
「
だ
ろ
う
運
転
」
で

は
な
く
、
交
差
点
に
で
き
る
死

角
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
死
角
の
ま

ま
通
過
し
な
い
こ
と
。
辛
抱
強

い
確
認
の
連
続
な
の
で
あ
る
。

　交差点にできる死角第
74
回

北村 憲康 東京海上日動リスクコンサルティング 主席研究員
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き
た
む
ら
・
の
り
や
す

＝
１
９
９
１
年
東
京
海
上

火
災
保
険
入
社
、
現
在
は

東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
席
研

究
員
、
慶
大
院
特
任
准
教

授
。
企
業
の
交
通
安
全
対

策
が
専
門
。
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